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は こ だ て 市 議 会 だ よ り 

　
　
　
　
日
本
共
産
党
　
丸
尾
　
隆
子
 

　
　
　
函
館
市
周
辺
の
障
が
い
児

支
援
者
や
教
育
関
係
者
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し

た
療
育
カ
ル
テ
は
、
幼
児
期
か
ら

成
人
期
に
至
る
ま
で
の
発
達
や
支

援
経
過
な
ど
を
台
帳
化
し
た
も
の

で
、
一
貫
・
継
続
し
た
支
援
に
活

用
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
市
で
は
障
が
い
の
程
度
や

状
況
に
応
じ
た
個
別
支
援
計
画
を

作
成
し
支
援
し
て
い
る
が
、
療
育

カ
ル
テ
を
利
用
し
て
い
る
自
治
体

の
活
用
状
況
や
利
用
者
の
意
見
な

ど
情
報
を
収
集
し
、
導
入
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。
（
福
祉
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
　

公
明
党
　
小
谷
野
　
千
代
子
 

　
　
　
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を

促
進
す
る
た
め
の
給
付
金
と
し
て

は
、
資
格
取
得
の
際
に
受
講
料
の

一
部
を
支
給
す
る
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
、
看
護
師
な
ど
の
高

等
技
能
資
格
を
取
得
す
る
際
に
生

活
費
の
一
部
を
支
給
す
る
高
等
技

能
訓
練
促
進
給
付
金
な
ど
が
あ
り
、

平
成
18
年
度
は
48
人
に
対
し
合
計

１
０
５
２
万
円
を
支
給
し
た
。
ま

た
、
母
子
家
庭
の
母
を
雇
用
し
た

事
業
主
へ
の
給
付
金
と
し
て
、
常

用
雇
用
転
換
奨
励
給
付
金
や
職
業

安
定
所
が
窓
口
の
試
行
雇
用
奨
励

金
な
ど
が
あ
る
。
（
福
祉
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
　
　
新
生
ク
ラ
ブ
　
浜
野
　
幸
子
 

　
　
　
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財

源
化
し
た
場
合
、
高
規
格
幹
線
道

路
の
整
備
率
が
著
し
く
低
い
道
南

地
域
で
は
、
新
幹
線
時
代
を
迎
え

た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
は
じ

め
、
道
道
や
市
道
の
整
備
が
遅
れ

る
な
ど
、
様
々
な
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
の
直
轄

事
業
で
あ
る
函
館
江
差
自
動
車
道
、

新
外
環
状
道
路
、
国
道
２
７
８
号

の
尾
札
部
道
路
な
ど
の
事
業
へ
の

影
響
や
、
市
道
に
お
い
て
は
幹
線

道
路
の
整
備
や
除
雪
な
ど
の
維
持

管
理
業
務
に
も
影
響
が
及
ぶ
も
の

と
心
配
さ
れ
る
。
（
土
木
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
　
小
山
 
直
子
 

　
　
　
本
事
業
は
、
保
健
所
や
保

育
所
、
学
校
、
医
療
機
関
な
ど
と

連
携
し
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
、
発
達
の
遅
れ

や
障
が
い
の
疑
い
が
あ
る
児
童
等

と
保
護
者
に
対
し
、
日
常
的
に
適

切
な
療
育
や
相
談
指
導
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域

の
療
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
研
修
会
等
の
開
催
や
、
状
態
に

応
じ
た
個
別
の
発
達
プ
ラ
ン
等
の

作
成
に
よ
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
や
相
談
支
援
な
ど
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
多
方
面
か
ら
療
育

を
支
援
す
る
。
　
（
福
祉
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
　
　
　
公
明
党
　
志
賀
谷
　
隆
 

　
　
　
学
校
給
食
は
、
文
部
科
学

省
の
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準

や
厚
生
労
働
省
の
大
量
調
理
施
設

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

調
理
後
２
時
間
以
内
で
給
食
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
が
、
メ
ニ

ュ
ー
に
よ
っ
て
は
調
理
時
間
が
増

え
て
、
一
部
の
学
校
で
２
時
間
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
。
献
立
の
工

夫
、
調
理
作
業
工
程
の
配
慮
、
配

送
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
努
め
、
事
故
に
つ
な
が
る
場

合
も
想
定
し
な
が
ら
具
体
的
な
形

で
改
善
し
た
い
。
　
（
教
育
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
　
日
本
共
産
党
　
紺
谷
　
克
孝
 

　
　
　
本
補
助
金
は
、
国
際
交
流

基
金
の
運
用
益
を
主
た
る
財
源
と

し
、
市
民
の
国
際
交
流
活
動
や
留

学
生
を
支
援
し
て
い
る
が
、
金
利

低
下
に
よ
り
運
用
収
入
が
減
少
し

た
た
め
、
平
成
20
年
度
以
降
は
、

当
面
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
財
源

に
充
て
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
基

金
の
延
命
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
効
果
的
な
補
助
制
度
と
す
る
た

め
、
団
体
へ
の
補
助
金
限
度
額
は

引
き
下
げ
る
が
、
補
助
率
は
従
前

の
３
分
の
１
に
復
元
し
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
制
度
に
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
　
　
（
企
画
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
　
新
生
ク
ラ
ブ
　
村
井
　
正
幸
 

　
　
　
本
市
の
沿
岸
域
に
は
多
種

多
様
な
海
藻
が
分
布
し
て
い
る
が
、

採
取
す
る
の
は
ご
く
一
部
で
、
大

部
分
は
未
利
用
で
あ
る
。
低
・
未

利
用
海
藻
の
中
に
は
、
有
用
成
分

を
含
有
す
る
利
用
価
値
の
高
い
も

の
が
あ
り
、
そ
の
活
用
は
漁
家
経

営
の
安
定
・
向
上
の
手
法
と
し
て

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
海

藻
の
資
源
量
や
分
布
状
況
調
査
、

栄
養
成
分
分
析
の
ほ
か
、
海
藻
レ

シ
ピ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
も
漁
協
等
関

係
機
関
と
連
携
し
、
有
効
活
用
に

努
め
た
い
。
（
農
林
水
産
部
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
　
　
　
公
明
党
　
松
宮
　
健
治
 

　
　
　
町
会
加
入
率
が
向
上
し
、

市
民
が
自
ら
の
地
域
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
が

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
町

会
連
合
会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

い
た
い
。
現
在
、
市
職
員
の
町
会

加
入
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
が
、

若
年
層
の
市
職
員
が
加
入
し
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
り
、

市
職
員
に
限
ら
ず
若
い
人
が
入
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、

町
会
連
合
会
な
ど
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
　
　
　
　
（
市
長
）
 

答
弁
 

　
　
　
日
本
共
産
党
　
市
戸
　
ゆ
た
か
 

　
　
　
学
童
保
育
所
は
、
現
在
、

公
営
、
民
営
を
合
わ
せ
て
33
か
所
、

入
所
児
童
数
は
約
１
１
０
０
名
で

あ
り
、
平
成
18
年
度
と
比
べ
て
施

設
は
４
カ
所
、
児
童
数
も
約
80
名

増
え
て
い
る
。
指
導
員
の
待
遇
に

つ
い
て
は
、
学
童
保
育
所
関
係
者

と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
直
接
、

そ
の
厳
し
い
状
況
を
聞
い
て
い
る

ほ
か
、
事
業
実
績
報
告
書
な
ど
か

ら
、
一
定
の
状
況
を
把
握
し
て
い

る
が
、
指
導
員
個
々
の
雇
用
形
態

や
給
与
な
ど
具
体
的
な
実
態
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
、
調

査
の
方
法
、
内
容
を
含
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
 
（
教
育
長
）
 

答
弁
 

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
と
 

　
雇
用
し
た
事
業
主
へ
の
助
成
金
 

療
育
カ
ル
テ
を
函
館
市
で
も
 

　
　
　
導
入
し
て
は
ど
う
か
 

障
が
い
児
等
療
育
支
援
事
業
で
の
 

　
　
　
　
　
具
体
的
な
取
り
組
み
 

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
 

　
に
よ
る
土
木
事
業
へ
の
影
響
 

調
理
後
２
時
間
以
内
に
給
食
す
る
 

　
　
　
基
準
は
守
ら
れ
て
い
る
か
 

　
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
　
日
角
　
邦
夫
 

　
　
　
国
で
は
、
定
年
の
引
き
上

げ
や
廃
止
を
し
た
中
小
企
業
に
対

す
る
奨
励
金
や
60
歳
以
上
の
高
齢

者
等
を
新
た
に
雇
い
入
れ
た
事
業

所
に
対
す
る
賃
金
の
一
部
助
成
な

ど
各
種
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る

が
、
ま
だ
完
全
に
は
周
知
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
市
で
は
、

平
成
20
年
度
に
事
業
所
向
け
の
雇

用
促
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
高
齢

者
の
雇
用
促
進
に
係
る
国
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
そ
の
内
容
を
掲

載
し
、
周
知
と
利
用
促
進
に
努
め

た
い
。
　
　
（
商
工
観
光
部
長
）
 

答
弁
 

国
際
交
流
事
業
活
動
補
助
金
の
 

団
体
事
業
へ
の
補
助
率
の
見
直
し
 

高
齢
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
 

　
助
成
制
度
の
企
業
へ
の
周
知
 

低
・
未
利
用
海
藻
の
 

　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て
 

町
会
加
入
促
進
へ
の
支
援
と
 

若
い
市
職
員
の
加
入
の
た
め
の
対
応
 

学
童
保
育
所
指
導
員
の
待
遇
 

　
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
調
査
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